公益通報者保護法違反に関する申立書（ひな型）
令和○年○月○日
消費者庁 御中
1. 申立人
· 氏名（または団体名）：
· 住所（任意）：
· 連絡先（任意）：
（※ 匿名・仮名でも提出可能。ただし連絡を希望する場合はメール等を記載するとよいです）

2. 申立の趣旨
私は、兵庫県知事 斎藤元彦 氏の対応に関し、公益通報者保護法違反が疑われる事案 について、消費者庁に調査・是正指導を求めたく、本申立をいたします。

3. 事案の概要
1. 元兵庫県民局長（故人）が、県政に関わる不正・違法行為について公益通報を行った。
2. 兵庫県が設置した 第三者委員会は、県の対応が公益通報者保護法に違反したと明確に認定 している。
3. しかし斎藤知事は記者会見等において「当時の対応は適切であり、違法行為ではない」と述べ、違反を認めていない。
4. その結果、通報者遺族は県知事支持者から執拗な誹謗中傷を受けており、裁判を起こす気力を失っていると見られる。

4. 法律上の問題点
· 公益通報者保護法（第3条、第5条）は、通報者への不利益取扱いを禁止している。
· 第三者委員会が違反を認定しているにもかかわらず、県知事が「適切な対応だった」として法令違反を否定することは、法の趣旨を没却し、制度の実効性を著しく損なう。

5. 求める対応
· 消費者庁において本件を調査のうえ、兵庫県および斎藤知事に対し、
1. 公益通報者保護法違反の是正指導
2. 同種事案再発防止のための勧告・周知徹底
を行っていただきたい。

6. 添付資料（任意）
· 第三者委員会報告書の該当部分写し
· 記者会見における知事発言の記録
· 新聞記事・報道資料 等

